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2) R. Hilferding， "白ieAufgaben der Sozialdemokratie in der Republik，" Parteitag zu 
































































4 (4) 第 119巷第1・2号























12) R. IIilferding， a. a. 0.， S. 7 
13) Ebenda， S. 8最近，政治学者の 部で，国家には，権力性と国民性があり，国民は国家の構
成要素であって，国民国家という担金が必要だと説く主曹があるが，これはある意味で， こりヒ
ルファデイングの主張の再興であろう。
14) Ebenda， S.8 
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ていて，国家の役割をどのように理解するかによって結論の評価も大きく変化
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10 (10) 第 119巻謂1・2号
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20 (20) 第 119巻第1.2号
とんどなされないままに残された。
第四に，狙占の発展と国家権力の発展との相瓦関係についτは r危機Jの
進展とともに両者の関係が変化し，国家が独占ノツレジョアジーのものから，全
プノレジョアジーのものにかわるとか，独占の共通利益と特殊的利益との対立が
生ずるとかの指摘はあるが，現代資本主義におけZ独占の支配と資本蓄積，富
の再生産と階級関係の再生産の分析，家族中住民の生命の再生産と国家権力。
拡大との関係，国家の分析にと。て欠くことのできない地域住の研究なEには
ほとんど論及されていないのしたがって，住民自治や民族自決などの民主主義
の問題もまた理論的に深められることはなかった。
しかし，以上のような不十分さにもかかわらず， この論争の成果は efァノレ
ガの問題提起の積極性をうけとめてさらに発展させられるべき性質のものであ
った。 以後の論争はかならずしもこの方向にすすまなかったけれども，戦後の
資本主義の新しい特徴にふれた積極的展開が試みられた。ツィーシャンクをめ
くる論争の開始である。
